
管内報道機関との定例懇談会（11月） 
 

日時：令和元年 11月７日（木）10時 

場所：久慈地区合同庁舎６階大会議室 

 

次     第 

 

１ 開会 

 

２ 資料（懇談項目）説明 

 

３ 懇談 

 

４ 閉会 

 

（進行 経営企画部企画推進課） 

 

 

※ 次回の開催予定 

日時：令和元年 12月４日（水）10時 

場所：久慈地区合同庁舎６階大会議室 
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参加予定報道機関 
・岩手日報久慈支局 
・デーリー東北久慈支局 
・陸中魁新聞 
・ダナスプランニング 



管内報道機関との定例懇談会（11月）懇談項目 

 項     目 担 当 部 ポイント 

１ 
令和元年度現地復興推進

本部会議の開催について 
経 営 企 画 部 

県北振興局及び久慈管内市町村等における東

日本大震災津波からの復興に向けた取組等の情

報共有及び意見交換を行うことを目的として、

令和元年度現地復興推進本部会議を 11月 22日

（金）に開催します。 

２ 

「北いわてモノがたり 

～“ものづくり”から学

ぶ地域の“ものがたり”

～」の開催について   

経 営 企 画 部 

県北地域における伝統工芸産業の認知度の向

上や産業観光による交流人口の拡大等を図るた

め、職人の想いや製品（モノ）の価値・魅力、

裏側にある歴史やストーリーなどを知ってもら

うイベントを 11 月 16 日（土）、17 日（日）に

開催します。 

３ 

食の匠による高校生への

郷土料理伝承会の開催に

ついて 

農業改良普及

セ ン タ ー 

久慈農業改良普及センターと岩手県立久慈東

高等学校では、若い世代への郷土料理の伝承を

目的に、岩手県立久慈東高等学校と連携して、 

“手打ちそば”をテーマとした郷土料理伝承会

を 11月 22日（金）に開催します。 

４ 

岩手県立二戸高等技術専

門校生の岩手県若年者技

能競技会での入賞につい

て 

二 戸 高 等 

技 術 専 門 校 

令和元年度岩手県若年者技能競技会が、岩手

県産業文化センターアピオにおいて 10月 24日

（木）に開催され、本校から金賞２名、銀賞６

名、銅賞８名の、合計 16名が入賞を果たしまし

たのでお知らせします。 

５ 

技能レベル日本一を競う

技能五輪全国大会への出

場について 

二 戸 高 等 

技 術 専 門 校 

23歳以下の青年技能者がその技能レベルの日

本一を競う第 57 回技能五輪全国大会の岩手県

選手団結団式が、11 月５日（火）午後３時 30

分から、エスポワールいわて（盛岡市）で開催

されます。 

６ 

未来の匠への道を体験す

る県立二戸高等技術専門

校「冬の体験入校」参加

者募集について 

二 戸 高 等 

技 術 専 門 校 

高校生２年生及び１年生を対象に、12月 21

日（土）に行われる「冬の体験入校」の参加者

を募集します。 

 

【その他配付資料】 

・ 令和元年度台風 19号による被災状況について（久慈地域） 

・ 月間行事予定表（令和元年度 11月から 12月上旬） 



 

 

報道機関懇談会資料（2019/11/7） 県北広域振興局 

懇談項目１ 
令和元年度現地復興推進本部会議の開催について 

（経営企画部）  

当振興局及び久慈管内市町村等における東日本大震災津波からの復興に向けた取

組等の情報共有及び意見交換を行うことを目的として、標記会議を以下のとおり開催

します。 

 

１ 日時 

  令和元年 11月 22日（金） 13時 30分～15時 00分 

 

２ 場所 

  久慈地区合同庁舎６階 大会議室 （久慈市八日町１-１） 

 

３ 議題 

 (1) 東日本大震災津波からの復興に向けた取組について 

 (2) 意見交換  

 

４ 出席予定機関 

  久慈管内市町村(副市町村長等)、復興庁岩手復興局、国土交通省三陸国道事務所、 

 一般社団法人岩手県建設業協会久慈支部、公益財団法人さんりく基金ＤＭＯ事業部、 

 県北広域振興局（局長、副局長、技監、関係する部室等の長） 

【オブザーバー】宮古・下閉伊、久慈及び九戸選挙区選出県議会議員、岩手県復興局 

 

 

 

 

担当：企画推進課長兼復興推進課長 細越 健志 

電話：0194-53-4981 内線 315 



報道機関懇談会資料（2019/11/7） 県北広域振興局 

懇談項目２ 
「北いわてモノがたり ～“ものづくり”から学ぶ地域の“ものがたり”～」

の開催について                    （経営企画部） 

 県北広域振興局では、県北地域における伝統工芸産業の認知度の向上や産業観光に

よる交流人口の拡大等を図るため、職人の手仕事による「ものづくり」現場を一般の

方に実際に見学・体験してもらい、職人の想いや製品（モノ）の価値・魅力、その裏

側にある歴史やストーリーなどを知ってもらうイベントを初開催します。 

 なお、本イベントは、11月３日（日）～５日（火）に盛岡市のアピオで開催された

「KOUGEI EXPO IN IWATE （第 36 回伝統的工芸品月間国民会議全国大会）」の関連イ

ベントとして実施します。 

 

１ 日時  

令和元年 11月 16日（土）～17日（日） 

 

２ 参加企業  

 ⑴ 久慈広域エリア 

   久慈市：㈲上山琥珀工芸（琥珀）、小久慈焼（小久慈焼） 

   野田村：てしごと屋（マリンローズ） 

   洋野町：（一社）大野ふるさと公社（大野木工） 

 

⑵ 二戸広域エリア 

  二戸市：滴生舎（浄法寺塗）、㈲プラム工芸（木工品） 

  九戸村：㈲高倉工芸（南部箒） 

  一戸町：いちのへ手技工芸館（裂織等）、山井木工（木工品） 

 

３ 内容  

見学・体験・販売など 

※ 企業ごとに、それぞれ工夫を凝らした見学・体験企画等を用意しています。  

なお、併せてフォトコンテスト（Instagram）・スタンプラリーを実施します。 

 

４ 留意事項 

・ 各企業を直接訪問し、見学・体験するイベントです。 

・ 企業によっては、１日のみの対応の場合もあります。 

・ 体験の場合、各企業に直接連絡をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

担当：経営企画部産業振興室 昆野室長、宮崎主事 
電話：0194-53-4981（内線 205、206） 



報道機関懇談会資料（2019/11/7）  県北広域振興局 

懇談項目３     
食の匠による高校生への郷土料理伝承会の開催について 

（久慈農業改良普及センター） 

久慈農業改良普及センターでは、若い世代への郷土料理の伝承を目的に、岩手県立久慈

東高等学校と連携して、食物系列第３学年の調理師免許取得を目指す生徒を対象とした「食

の匠※による高校生への郷土料理伝承会」を開催することとしており、この度、“手打ちそ

ば”をテーマとした伝承会を以下のとおり開催しますので、お知らせします。 

 

１ 日 時  令和元年 11月 22日（金） 11:00～13:00 

２ 場 所  久慈東高等学校家庭科実習室 

３ 主 催  久慈農業改良普及センター、岩手県立久慈東高等学校 

４ 対象者  久慈東高等学校食物系列第３学年  

生徒 19名（調理師免許取得を目指す生徒） 

５ 内 容  久慈市山形町の郷土料理「手打ちそば」の調理 

６ 講 師  岩手県「食の匠」 成谷自然食の会 代表 岩脇ヨシエ氏 

（平成８年度認定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※【食の匠】 

久慈地域には岩手県知事が認定する食の匠が 27 人・組（個人 21 人・団体６組、令和元

年 10 月末現在）おり、「やませの郷（さと）食の技研究会」を組織し、長年受け継がれて

きた地域の食文化や郷土料理等に関する知識・技術を磨き、その情報発信と次代への伝承

を目的に活動しています。 

 

 

 

 

 

担当：久慈農業改良普及センター 大里達朗 

電話：0194-53-4989  内線 252 

「手打ちそば」は、そば粉を利用した最も代表的な

料理で、行事食、晴れ食、庭じまいのときに作られま

した。昔は、冠婚葬祭のときに、集落中の人たちが朝

早くからそば作り等を手伝っていて、集落の人のほと

んどの人がその技術を習得していました。 

 



報道機関懇談会資料（2019/11/7） 県北広域振興局 

懇談項目４ 

岩手県立二戸高等技術専門校生の岩手県若年者技能競技会での入賞

について 

（二戸高等技術専門校）  

令和元年度岩手県若年者技能競技会が、10 月 24 日（木）に岩手県産業文化センタ

ーアピオにおいて開催され、県内各認定高等職業訓練校及び県立職業能力開発施設か

ら選手が 160名参加しました。 

本校からは木造建築科及び自動車整備科に 22 名の選手が参加し、金賞２名、銀賞

６名、銅賞８名と、合計 16名が入賞を果たしました。 

久慈地域に関係する入賞者のうち、木造建築科３年の部の新谷龍太選手（久慈高等

学校卒業）と自動車整備科１年の部の谷﨑駿選手（久慈東高等学校卒業）は金賞を受

賞し、新谷選手は本校生としては２年ぶりとなる岩手県知事賞を併せて受賞しました。 

 

〔本校選手の成績〕 

１ 木造建築科 1年の部 

  銀賞  建築科１年 村田  奏（むらた かなで）    〔種市高校卒〕 

  銅賞  建築科１年 附柳 拓郎（つけやなぎ たくろう） 〔大野高校卒〕 

２ 木造建築科３年の部（２年生の一部が出場） 

  金賞 岩手県知事賞 

      建築科２年 新谷 龍太（しんや りゅうた）   〔久慈高校卒〕 

  銀賞  建築科２年 西岡 勇次（にしおか ゆうじ）   〔久慈東高校卒〕 

３ 自動車整備科１年の部 

  金賞  自動車ｼｽﾃﾑ科１年 谷﨑 駿（たにざき しゅん） 〔久慈東高校卒〕 

 

● 岩手県若年者技能競技会 

  県内の認定職業訓練施設、県立職業能力開発施設で学ぶ若年技能者の技能習得意欲の

増進と技能水準の向上並びに技能者相互の親善を図り、もって職業能力開発事業の拡大

発展に資することを目的とする「ものづくりの競技会」であり、毎年開催されているも

のです。 

  岩手県知事賞は、原則として各訓練科別の最高学年の部から選考される特別賞です。 

 

 

 

 

 

 

 

担当：二戸高等技術専門校 山田 

電話：0195-23-2227  



報道機関懇談会資料（2019/11/7） 県北広域振興局 

懇談項目５ 
技能レベル日本一を競う技能五輪全国大会への出場について 

（二戸高等技術専門校）  

  23 歳以下の青年技能者がその技能レベルの日本一を競う第 57 回技能五輪全国大

会が、11月 15日（金）から 11月 18日（月）まで愛知県で開催されます。 

 岩手県からは、11 種目 27 名が出場します。県北広域から出場する選手は以下のと

おりです。 

 また、技能五輪岩手県選手団結団式が、11 月５日（火）午後３時 30分からエスポ

ワールいわて（盛岡市）３階特別ホールにおいて行われます。 

 出場選手は、上位入賞を目指していますので取材をお願いします。 

 

１ 出場選手〔建築大工職種〕 

（１）二戸高等技術専門校建築科２年 多田 知弘（ただ ともひろ）  

                             （一関学院高校卒） 

（２）野場建築（久慈市）  野場 剣也（のば けんや） 

    （久慈高等職業訓練校木造建築科平成 29年度修了、平成 28年度専門校修了、 

                              久慈工業高校卒） 

（３）㈲杢
もく

創舎（盛岡市）  佐々木 僚介（ささき りょうすけ） 

        （二戸高等職業訓練校木造建築科２年、平成 30年度専門校修了、 

                                岩泉高校卒） 

（４）㈱北洲（盛岡市）   菅原 誠也（すがわら せいや） 

        （二戸高等職業訓練校木造建築科２年、平成 30年度専門校修了、 

                              一関工業高校卒） 

（５）㈱松本（九戸村）   鈴木 翔大（すずき しょうた） 

        （二戸高等職業訓練校木造建築科２年、平成 30年度専門校修了、 

                              一関工業高校卒） 

（６）㈲杢
もく

創舎（盛岡市）  小畑 優輝 （おばた ゆうき） 

                    （二戸高等職業訓練校木造建築科３年） 

 

２ 競技会場 

  愛知県常滑市セントレア５丁目 10-1 愛知県国際展示場 

 

３ 競技日程 

  11月 15日（金） 下見、開会式 

  11月 16日（土）～17日（日） 競技 

  11月 18日（月） 閉会式 



 

● 第 57回技能五輪全国大会の概要 

 技能五輪全国大会は、青年技能者の技能レベルの日本一を競う技能競技大会で、

技能尊重気運の醸成を図ることを目的とし、毎年開催されています。参加資格は、

大会開催年に 23歳以下（一部職種を除く）であることが条件となっています。 

① 開催日程： 令和元年 11月 15日（金）～18日（月） 

② 主  催： 厚生労働省、中央職業能力開発協会及び愛知県 

③ 開 催 地： 愛知県常滑市、名古屋市、小牧市、清洲市 

④ 競技職種： 42職種（参加選手数約 1,240名） 

⑤ 岩手県選手団： 11種 27名 

 

 

 

 
担当：二戸高等技術専門校 山田 

電話：0195-23-2227  



報道機関懇談会資料（2019/11/7） 県北広域振興局 

懇談項目６ 

未来の匠への道を体験する県立二戸高等技術専門校「冬の体験入校」

参加者募集について 

（二戸高等技術専門校）  

 自動車整備及び建築大工分野の未来の匠を育てる県本校では、高校生２年生及び１

年生を対象に、「冬の体験入校」の参加者を募集します。 

この体験入校では、新しい技術の入門部分に触れることができ、「将来の夢の第一

歩」につながります。 

 

１ 日時 令和元年 12月 21日（土） 午前９時 30分～午後３時 30分 

２ 場所 岩手県立二戸高等技術専門校  二戸市石切所上野々92-1 

３ 対象 高校２年生、１年生 

４ 定員 自動車システム科、建築科とも 10名程度 

  応募者多数の場合は、高校２年生を優先させていただきます。応募者少数の場合

に、開催を中止することがあります。 

５ 主な体験内容（予定） 

  各科の学科及び実習の一部を体験します（昼食を御持参願います）。入校相談も

受けられます。 

（１）自動車システム科 

  分解組立型電気自動車システム「ＰＩＵＳ（ﾋﾟｳｽ）」を使用した分解・組立実習 

   ※ 分解組立型電気自動車システム「ＰＩＵＳ」は、自動車の基本構造と 

ＥＶ車等の次世代自動車の基礎技術を学ぶ総合教材です。構成部品は必要

最小限の 100ユニットで構成されています。 

（２）建築科 

  ３Ｄ ＣＡＤを使用した、木造住宅の設計 

   ※ パソコンを使い、初心者でもマウス１つで簡単に住宅の間取り・３Ｄ外 

観モデルを作成できる「３Ｄマイホームデザイナー」を使って、木造住宅 

の設計について学びます。 

６ 申込み・問合せ先 

  参加を希望される方は、12月 10日（火）までに、冬の体験入校申込書をファク

スで申込みください（締切後においても、定員に達しない科については申込み可能

な場合がありますので電話でお問い合わせください）。 

 なお、参加費は無料です。 

 

 

 

 

担当：二戸高等技術専門校 山田 

電話：0195-23-2227  



  【申込締切】令和元年12月10日(火)  【定員】各科1０名程度 
         ※ 裏面の申込書によりＦＡＸで申込みください。 

〒028-6103 二戸市石切所字上野々92-1  TEL 0195-23-2227 FAX 0195-23-9081 

       自動車システム科      建 築 科 

岩 手 

県 立 二戸高等技術専門校 

自
動
車
シ
ス
テ
ム
科 

建
築
科 



※参考 ＩＧＲいわて銀河鉄度 

  【下り】        【上り】      

 盛岡駅発 ７:32  二戸駅発 16:49  (15:45) 

 沼宮内発 ８:05  沼宮内発 17:24  (16:20) 

 二戸駅着 ８:41  盛岡駅着 17:59  (16:53) 

○スケジュール（予定） 
 【受付・全体説明】 
  ９:00～ ９:25 受付 
  ９:30～ ９:50 全体説明 
 【各科別体験】学科・実習 
  10:00～15:00 （12:00～13:00  昼食） 
 【体験内容：自動車システム科】 
                    ピウス 

  電気自動車 ＰＩＵＳの分解・組立 
 【体験内容：建築科】 

  ３Ｄ ＣＡＤを使った木造住宅設計 

 【まとめ、解散】 

  15:00～15:30 アンケート記入など 

 ※体験内容等は変わることがあります。 

「冬の体験入校」(自動車システム科・建築科) 

お問合せ（お申込み）岩手県立二戸高等技術専門校 担当：山田 

TEL 0195-23-2227  FAX 0195-23-9081  E-mail :CD0007@pref.iwate.jp 

○日時；令和元年１２月２１日（土）  
    ９:30～15:30 （９:00～受付） 

○場所；岩手県立二戸高等技術専門校 

    （二戸市石切所字上野々９２－１） 

○対象；高校２年生・１年生 

○定員；各科１０名程度 
  申込多数の場合、調整することがあります。 

  申込少数の場合、中止することがあります。 

○費用；無料 

○持ち物；昼食（飲み物含む）、筆記用具、 

    着替え等 ※自動車ｼｽﾃﾑ科体験は、 

    動きやすい服装（作業着（運動着）、作 

  業靴（運動靴）で参加してください。  

○交通アクセス；ＪＲ二戸駅、ＩＧＲ二戸駅 

    から徒歩２０分 （駐車場あり）  

「冬の体験入校」申込書  （ＦＡＸ）０１９５－２３－９０８１ 

申込締切 令和元年12月10日（火） 

学校名 連絡先（TEL） 

担当者 
学校を通じて申し込む場合に記載 

連絡先（FAX） 

Ｎｏ 参加者氏名 性別 学  年 希 望 科 

１ １ ・ ２ ・ ３ 年 自動車  ・  建 築 

２ １ ・ ２ ・ ３ 年 自動車  ・  建 築 

３ １ ・ ２ ・ ３ 年 自動車  ・  建 築 



令和元年11月 行  事  予  定  表

日 曜 行　　　　　事 時間 場所 会場 県出席者 担当課等
連絡先
（0194）

8 金
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

9 土

10 日

13 水
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

15 金 二子朝一 9:00～ 久慈市 久慈市漁協二子出張所前 久慈市林業水産課 52-2122

17 日 神楽の日～青の国編～ 普代村 国民宿舎くろさき荘 普代村観光協会 35-2114

18 月
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

23 土
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

24 日 地域づくりシンポジウム 13:00～ 洋野町 洋野町民文化会館 洋野町企画課 65-5912

28 木
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

30 土
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

令和元年12月上旬

日 曜 行　　　　　事 時間 場所 会場 県出席者 担当課等
連絡先
（0194）

1 日 野田ホタテまつり 10:00～13:00 野田村 野田漁港特設会場 野田村漁業協同組合 78-2171

3 日
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

8 金
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

◎局長出席　　　☆技監（保健所長）出席　　○部・室長等出席

侍浜市民センター 久慈市地域づくり課 52-2111侍マルシェ 久慈市10:00～



 

令和元年台風第 19号による被害状況について（久慈地域） 

 

令和元年 11月７日 県北広域振興局 

１ 気象概況 

(1) 台風接近に伴う気象警報の状況（久慈地域） 

10月 12日 19：46 大雨警報 

10月 13日 １：55 大雨特別警報 

８：40 大雨特別警報解除 

19：30 大雨警報解除 

(2) 降水量 

普代村 １時間降水量 95mm（全国１位）、総降水量 467mm（10月平均降水量の約 3.5倍） 

久慈市 １時間降水量 71mm（全国９位） 

 

２ 被害等の状況 

(1) 人的被害  死者、重軽傷者なし。 

(2) 交通アクセス等不十分地区 なし。 

(3) 住家被害（11月５日６時現在）               （単位：棟） 

市町村名 全 壊 半 壊 一部損壊 床上浸水 床下浸水 合計 

久慈市  259 442   701 

普代村 1 37 81  7 126 

野田村  8 43 1 1 53 

洋野町  4 15 1  20 

合 計 1 308 581 2 8 900 

(4) ライフライン（電気、水道） 

停電 解消済（管内計約 3,900戸で停電、13日までに復旧済） 

断水 解消済（久慈市の約 670戸で断水、16日までに復旧済） 

(5) 避難状況（11月５日６時現在）                   （単位：箇所、人） 

市町村名 
最新の状況 最  大 

備  考 
避難所数 避難者数 避難所数 避難者数 

久慈市 － － 22 937  

普代村 １ ３ ５ 178  

野田村 － － 11 256  

洋野町 － － 13 85  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３ 県北広域振興局から市町村への人的支援の状況（11月５日６時現在） 

市町村名 延人数（人） 業務内容（派遣元の所属） 期間（延人数） 備 考 

久慈市 25 災害対策本部会議 

（経営企画部、土木部） 

10/15～28（11） 10/16は２人 

罹災証明（県税室） 10/21・23・24（4）  

住宅調査（県税室） 10/21・23～25（5）  

土砂流出被害調査（林務部） 10/18（2）  

林道復旧計画作成（林務部） 11/1 (1)  

保健師による被災世帯健康調査 

（保健福祉環境部） 

11/1（2）  

普代村 47 災害対策本部会議 

（経営企画部、土木部） 

10/15～19（6） 10/18は２人 

罹災証明（県税室） 10/25～31（5）  

矢巾町へのゴミ搬出支援 

（保健福祉環境部） 

10/20（1）  

保健師による被災世帯健康調査 

（保健福祉環境部） 

10/29・30（4） 各日 2人 

土砂流出被害調査（林務部） 10/14～24（22）  

林道被害調査（林務部） 10/15～24（7）  

林道復旧計画作成（林務部） 10/28・29（2）  

野田村 12 災害対策本部会議 

（経営企画部、土木部） 

10/15～18・21・

23・25（9） 

10/15は 3人 

土砂流出被害調査（林務部） 10/21（2）  

林道復旧計画作成（林務部） 10/28（1）  

洋野町 ３ 災害対策本部会議（経営企画部） 10/15・29（2）  

林道被害調査（林務部） 10/21（1）  

合 計 87    

 

４ 医療機関等の被害状況（10月 17日 17時現在） 

施設 市町村 主な被害の内容 件数 

病院・診療所等 久慈市 床上浸水、医療機器の損傷等 ５件 

社会福祉施設 
久慈市 床上浸水、断水等 13件 

普代村 床上浸水 １件 

※ 全て復旧済みであり、通常どおり運営中。 

 

５ 商工関係の被害状況【企業等】（11月５日６時現在）       （単位：件、千円） 

市町村 件数 被害額 主な被害の内容 

久慈市 100 334,010 浸水、機械設備等故障、屋根外壁等損傷、原材料・商品等被害 

普代村 27 129,289 土砂流入、浸水、機械設備等故障、商品等被害 

野田村 16 3,550 浸水、機械設備等故障、外壁等損傷 

洋野町 7 9,778 浸水、機械設備等故障、原材料・商品等被害 

合 計 150 476,627  



 

６ 農林水産関係被害状況（11月５日 ６時現在）         （被害額の単位：千円） 

区分 主な被害の内容 被害額 市町村 

農業 

農業施設 
・ｺﾝﾊﾞｲﾝ水没（１台） 

・ガラスハウス破損（１件） 
6,467 

野田村 

普代村 

農作物等 
・ほうれんそう 約 152a（流亡、土砂流入） 

・飼料作物 約 4.4ha（冠水・倒伏、土砂流入）等 
8,000 

久慈市、洋野町、

野田村、普代村 

家畜等 
・浸水によるブロイラー溺死（3 農場 44,065 羽）  

・停電、漏電等による生乳廃棄（1,941kg） 
22,294 久慈市、洋野町 

農地・農

業用施設 

・農地への土砂流入（71箇所） 

・頭首工・水路破損等（133箇所） 
293,000 

久慈市、洋野町、

野田村、普代村 

小  計 329,761  

林業 

林業施設 

・林道（148箇所） 407,408 
久慈市、洋野町、

野田村、普代村 

・県有林作業道（6箇所） 7,500 
久慈市、洋野町、 

野田村、普代村 

・治山施設（7箇所） 52,100 
久慈市、洋野町、

野田村、普代村 

・林産施設（チップ工場・製材所浸水） 

・特用林産施設（しいたけ乾燥機・運搬車浸水） 
9,267 久慈市、普代村 

林産物 ・特用林産物（木炭浸水 約 3,600kg） 603 久慈市、洋野町 

林地荒廃 

・渓流浸食、山腹崩壊（22箇所） 847,500 
久慈市、普代村、

野田村 

・県有林（林地崩壊 9箇所） 712 普代村 

・その他（林地崩壊 1箇所） 1,000 普代村 

小  計 1,326,090  

水産 

水産関係 

・サケふ化場 

（土砂堆積 2箇所、採捕場流出等 2箇所） 

4,956 

 

洋野町、久慈市、

普代村 

・共同利用施設 

（漁船巻揚機 1基､ホタテネット洗浄機 2基等） 

4,350 

 
野田村、普代村 

・養殖施設 51台 8,258 久慈市 

・水産倉庫（個人）5箇所 10,100 普代村 

・定置網等（網破損 14ヶ統） 19,750 久慈市、普代村 

・漁船（15隻） 3,000 普代村 

漁港施設

等 

・船揚場斜路コンクリート等 20,000 久慈市 

・臨港道路落石防止フェンス破損（L=45m） 5,000 野田村 

・泊地浚渫（2,200㎥）、流木堆積(300㎥)、 

公園内土砂堆積（70㎥） 
21,000 普代村 

小  計 96,414  

合  計 1,752,265  

 

 

 



 

７ 公共土木施設被害状況（11月５日 ６時現在） 

管理別  
 

被害箇所数 被害額 備 考 

県 管 理 河川 31箇所 234,000 千円   

  道路 30箇所 128,000 千円   

    小 計  61箇所 362,000 千円   

市 町 村 河川 29箇所 737,000 千円   

  道路 81箇所 1,819,600 千円   

    小 計  110箇所 2,556,600 千円   

県＋市町村 河川 60箇所 971,000 千円   

  道路 111箇所 1,947,600 千円   

    合 計  171箇所 2,918,600 千円   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【県管理施設の被災状況写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小屋畑川・久慈市長内町】           【夏井川・久慈市夏井町】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【普代の沢・普代村普代地区】         【角ノ浜玉川線・洋野町川尻地区】  

 

 

 

                        

                          

 

 

 

 

 

 【普代小屋瀬線・普代村上普代地区】    【岩泉平井賀普代線・普代村太田名部地区】 

 

 

 

 

       

担当：河川港湾課長   田村 達博 

   道路整備課長   古舘  衛 

電話：0194-53-4990   


